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る。石田先生によれば、「對馬海邊江前々より異國船襲来漂着之書付」に収録された894
年から1829年までの65件の異国船襲来漂着の記録から、対馬の人々が実際に感じていた
「異国」とは蒙古から東南アジアまでであり、それは「船の出港地に応じて、唐、オランダ、
琉球、朝鮮とそれ以外の５つに分ける」ことができるという。そして、19世紀前半頃の
対馬において異国船来襲といえばまず「蒙古」が想起され、高麗朝鮮は異国船の範疇から
外されていたが、次第にロシアやイギリスなどの西洋船が「異国船」として認知されてい
くという。
　朝鮮通信使や朝鮮人漂流民送還の中継地であった対馬にとって、近代化胎動期に頻発し
たロシアやイギリスからの船の漂着は、それ以前の異国＝国際認識を変容させ、元寇の
「蒙古」と西洋人であるロシアやイギリスが「襲来」して来る異国船として認識されるこ
とになった。ここにはすでに「大中華」という世界観＝統治理念の影響すら感じられない。
近代日本の軍事要塞としてその後大きな変貌を遂げる対馬にとって、近代化胎動期におけ
る「大中華」という清朝中国のプレゼンスは、目前に位置する朝鮮やロシア、さらに押し
寄せる西洋の前では、ほとんど意識すらされない存在だったように思われる。
　琉球や対馬という北東アジアの南北に位置する接壌地域は、「大中華」の影響力の減退
と押し寄せる西洋列強＝近代化の潮流の中で、それ以前の価値観や世界観が根本から崩壊
する危機に直面していたと考えられる。
７．課題と今後への展望
　
　今回収録した重厚な諸論考によって、各国・各地域が近代化胎動期に直面している問題
を明らかにすることができたと考える。今回浮上してきた重要な観点として、①北東ア
ジア地域を移動する人々（移民や商人）の存在、②「大中華」という世界観＝統治理念に
保護下にあったからこそ、彼らは領域内において自由に交流や移動をすることが可能で
あったこと、そして ③「大中華」の東の辺境にあった朝鮮と日本の間に「大中華」の正統
的学問であった朱子学をめぐるナショナリズムの攻防が生まれ、それがひいては日本に国
家宗教や国家神道というナショナルな政治宗教運動を生み出したこと、最後に ④琉球や
対馬という接壌地域は、「大中華」という世界観＝統治理念が霧消するほど、すでに大き
な政治的変動の渦中に飲み込まれていたこと、の４点を指摘しておきたい。
　北東アジア地域における近代的空間の形成を考察する本プロジェクトは、来年度いよい
よ「北東アジア：近代化の始動」をテーマとする考察に移行する。近代化胎動期における
「大中華」たる清朝中国の衰退と、大日本帝国という「近代的国家」の建設と北東アジア
地域への政治的、軍事的、経済的、文化的プレゼンスの増大は、この地域にどのような変
容と動揺をもたらして行くのだろうか。押し寄せる西洋列強の侵入と征服の中で、北東ア
ジア各国はどのような近代的空間を構想し、実際にどのような近代的空間を構築すること
になるのか。
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　ともすれば、研究者は個人の専門領域にとどまりがちだが、「北東アジア地域」という
広大な領域における歴史変動をつねに意識しながら、各自の専門領域に立ち返って「近代
的空間の形成」という歴史的動向を考える往復運動こそ、今後４年間の考察で忘れてはな
らないことである。
